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●秋田駐嘔地の沿革
秋田駐屯地…『将軍野』は、その音、坂上田村麻呂が征夷への途中幕営した

ところから生じたと言われ(古来から尚武の因縁浅からぬものがありますも

部隊 は、昭不027年金沢から5連隊の一部、高田から62連隊の一部が移駐。

昭不B32年主動部隊の第2η普通科連隊が編成され、翌33年第340地区施設

隊 (現第357施設中隊)が移駐する等、幾多の改編を経て現在に至ってい

ます。                        |    |
先人が営々として築き上げた輝かしし―、伝統を受|ナ継ぐと共にく郷土に信頼
される、強<遅しい部隊づ<りに邁進してしヽますι ‐  |
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秋田駐屯地治J設

警察予備隊金沢及び高田から剖
`隊

が移駐

第 200仮会計隊第 1分遣隊 (出納官吏設置)
北部通信所・秋田支り子発足 (現基地通信中隊)

駐屯地業務隊編成

第 383会計隊と改称
第 21普通科連隊編成完結
「自衛隊通りJに桜木植樹 (約 200本 )
第 310地区施設隊神町から移駐
駐屯地音楽クラブ発足

自動車訓練所開設

第 310地区施設隊、第 347施設中隊に改編
第 21普通科連隊 第 6師団から第 9師団へ編入

第 347施設中隊 第 357施設中隊へ改編
第 315基地通信中隊秋田派遣隊 第 305基地
通信中隊へ編入

第 110地区警務隊秋田派遣隊 第 109地区警
務隊へ編人

自動車訓練所閉所

東北方面後方支援第 105施設直接支援大隊第 2
施設直接支援中隊秋田派遣隊が新編

第 109地区警務隊秋田派遣隊 第 123警務隊
に改編

篤 9後方支援連隊第 2整備大隊 第 2普通科直接
支援中隊が新編

現本部隊舎

昭和27年正門付近
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